
アスクル整骨院

9月１日

病院で働く人達に、
ありがとうを届けたい。

一般社団法人生産技術振興協会・

公益社団法人日本WHO協会主催

医療従事者
応援はがきプロジェクト

中学生・特別支援学校中学部高等部生徒

図書カード 1万円分 （優秀賞１０名)

2020年11月29日（日）当日消印有効
官製はがきの表面に、住所・氏名（ふりがな）・学校名・学年を記入します。
裏面にみなさんが体験したこと、感じたこと、考えたこと、決意したことを、
イラスト と簡潔なメッセージなどで自由に表現して、心に響くはがきを
送ってください。

〒540-0029 大阪市中央区本町橋2-8 大阪商工会議所ビル５階

日本WHO協会内「医療従事者応援はがき」係

詳細は、日本WHO協会のホームページをご参照ください。

（https://www.japan-who.or.jp/）

お問い合わせ：mailto:info-seisan@joy.ocn.ne.jp （メールにてお問い合わせください)

※未発表の作品に限ります。

※応募作品の著作権は主催者に帰属します。

応募いただいた作品は、大阪府内の新型コロナウイルスに対応している最前線

教室、入学式、修学旅行、文化祭、部活、放課後…
当たり前だったはずの日常が失われた中、
医師や看護師だけでなく、今も多くの人が新型コロナウィルス
感染者の治療にあたっています。
あなたの感謝の気持ちを、病院で働く人達に届けましょう！

対象

副賞

締切

応募方法

郵送先

　　　優秀賞・佳作　　　

https://www.japan-who.or.jp/
mailto:info-seisan@joy.ocn.ne.jp


選考委員会総評 

全ての部を通して，どの作品にも，「皆で、コロナに負けず「健康を守ってゆこう。」，「医療従事

者に対する差別をなくそう」という思いが込められており，生徒の皆さんが表現する中で，医療従

事者に対する思いやりと、自分たちでできることを自分たちでやろうという意気込みを感じ、若い世

代が、今回のコロナ禍を自分の問題として深く考えることができたことに大きな意義を感じました。 

＜中学校 1 年の部＞中学校 1 年の部の作品では，描く視点を変えたり，図案化したり，背景を工

夫したりして，アイデアあふれる画面構成で表現されていました。併せて、世界へと広がる意識の

中，一人一人の行動変容の大切さや，友達同士で支えあうことの大切さなどを主題として，どのよ

うに表現するかをよく考えて表現された作品が多く見られました。また，全体の色合いを考えた彩

色の工夫がなされており，丁寧に表現されていました。 

＜中学校２年の部＞中学校２年の部では，表現技法では、表現したい主題を効果的に伝えるた

めに，アイデアを練り，独自のイメージを広げ，画面構成を工夫した作品が数多く見られました。新

型コロナウイルスの感染による差別が生まれないことを願った作品など、中学生の意識の高さや

発想の豊かさを感じました。制作に当たっては，雰囲気を大切にした配色の工夫や訴えかける言

葉の工夫などから，見る側に考えさせる作品が多く見られました。 

＜中学校３年の部＞中学校３年の部では，助け合うことや考えることの大切さなどを主題とした作

品や、医療従事者に対する差別のない明るい社会の実現を長く作品が多く見られました。ICT を

用いた効果的な表現や，アニメ風の表現など様々な表現技法，発想が見られ，豊かな感性と技

術の高さを感じました。 「休息をとってください！」といった、医療従事者の過労に対し思いやりあ

ふれるメッセージが盛り込まれた作品もありました。 

＜支援学校の部＞特別支援学校の部では，奇抜な色遣いなど個性あふれる作品が多く応募され

ました。指導くださっている先生方の丁寧な指導や応援を感じました。生徒たちは自分の思いや

願いを生き生きと表した線描が多く見られました。笑顔で表現された家族，友達、かわいい動物な

どの素直な表現により，見る者を優しい気持ちにさせてくれる作品ばかりでした。 

【選考委員会メンバー（7 名）】 巽 昭夫 理事 (選考委員長) 生駒京子 副理事長（選考副委員

長） 松浦成昭 理事 岩本洋子 理事 亀井築美（生産技術振興協会アライアンス委員会統括

幹事） 小笠原理恵 会員（大阪大学人間科学研究科，助教） 柳澤沙也子(甲南女子大)  ＜幹

事 藤原秀憲＞ 



【優秀賞 13 作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作  者      :  坪内 真帆  

 

学校名・学年 :  関西創価中学校 1 年 

 

選考委員コメント 

絵もコメントも丁寧に本当に描かれています。シャープな線に真っ直ぐな「感謝」の気

持ちが伝わってきます。心も体も温まる作品です。 
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作者       :  中村 心春  

学校名・学年 :  川崎市立 東橘中学校 1 年 

選考委員コメント 

彼女は看護士さんでしょうか。文字によるメッセージのない作品は考えさせてくれます。

静かに目を伏せた表情に、患者のことを思い、慈しむ気持ちが伝わってきます。 



 

作  者     :  石田 莉子
学校名・学年 :  川崎市立 東橘中学校 1 年 

選考委員コメント 

本当に楽しそうに朗らかに笑う少女です。シャボン玉には楽しい仲間との絆や感謝の

祈りなのか慈しむような手が描かれています。きっと彼女の笑顔は尊い人々に守られ

たのだと思います。 

日本WHO協会事務局
タイプライターテキスト
さん
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作  者      :  佐藤 理恵　さん 

 

学校名・学年 :  川崎市立 東橘中学校 1 年 

 

選考委員コメント 

「ほっこり」とさせてくれるかわいい少女です。バラの花束やバラの花に包まれているこ

とで、少女の真摯な感謝の気持ちを伝えています。 

 

 

 

 

日本WHO協会事務局
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作  者      :  三木 陽依奈　さん 

 

学校名・学年 :  関西創価中学校 2 年 

 

選考委員コメント 

リアルなマスクや表情によって、3 人とも存在感のある医療に携わるに人たちが描かれ

ています。コメントの「沢山の人を助けられる人になりたい。」というのは嬉しい言葉です。 

 

 

 

 



 
作  者      :  柳 明伽  さ ん 

学校名・学年 :  城星学園中学校 2 年 

選考委員コメント 

シンプルな構成のためか目に飛び込んでくる、幸せの四つ葉のクローバー。簡潔で丁

寧に綴られたメッセージがなぜか新鮮です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作  者      :  小松崎 凛  さ ん 

 

学校名・学年 :  所沢市立 柳瀬中学校 3 年 

 

選考委員コメント 

可愛いおじいさんとおばあさんの感謝の気持ちを、おしゃれなメッセージで優しく伝え

てくれます。「幸齢」という表現が嬉しい。 

 

 

 

 

 



 

作  者      :  吉田 美音　さん 

学校名・学年 :  関西創価中学校 3 年 

関西創価中学校 3 年 

選考委員コメント 

素敵なデザインのお薬です。ハート型の錠剤などぜひ一度飲んでみたいです。処方

薬の袋の文句もすごく面白い。よく考えられ、丁寧に創られた作品です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作  者      :  寺嶋 春菜　さん 

 

学校名・学年 :  関西創価中学校 3 年 

 

選考委員コメント 

国際色豊かな人たちの心からの笑顔です。世界中で新型コロナウイルスの惨禍が終

わったということでしょうか。こんな笑顔を目指して戦っています。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作  者      :  髙松 麗菜　さん 

 

学校名・学年 :  関西創価中学校 3 年 

 

選考委員コメント 

はがきに目一杯のマスクを付けた可愛い熊です。でも、このマスクは鼻先は覆えない

のだろうかとか、耳にかけられないのではとか考えさせられとしまう面白いクマです。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作  者      :  上村 ルリ　さん 

 

学校名・学年 :  関西創価中学校 3 年 

 

選考委員コメント 

優しく慈しむような視線の看護士さんでしょうか。本当にリアルに丁寧に描かれていま

す。メッセージの簡潔で読みやすい字が自然に目に入って来ます。 

 

 

 

 

 



 

作  者      :  中学部１年 B グループ 

学校名・学年 :  大阪府立摂津支援学校 

選考委員コメント 

いろんな好きな形を集めたのかな。お菓子の吹き寄せのような楽しい空間で、感謝の

気持ちを伝えます。 



 

作  者      :  松原 遥香　さん 

学校名・学年 :  大阪府立 堺支援学校 

選考委員コメント 

注射器やマスクやお薬が新型コロナウイルスを退治している場面でしょうか。 

でも、注射器はあまり活躍しないので、主役は難しいのかな。 



【佳作 10 作品】 

  

 

作  者      :  神谷 祐香　さん 

 

学校名・学年 :  川辺町立 川辺中学校 1 年 



 

 

 

作  者      :  池ヶ谷 正美　さん 

 

学校名・学年 :  関西創価中学校 3 年 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作  者      :  今泉 結愛　さん 

 

学校名・学年 :  関西創価中学校 1 年 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作  者      :  北 桜美 　 さ ん 

 

学校名・学年 :  大阪市立 加美南中学校 2 年 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

作  者      :  片山 愛梨　さん 

 

学校名・学年 :  大阪市立 加美南中学校 2 年 



 

 

 

作  者      :  都築 瑠乃　さん 

 

学校名・学年 :  大阪信愛学院中学校 3 年 



 

 

 

作  者      :  富田 幸也　さん 

 

学校名・学年 :  大阪府立堺支援学校 



 

 

 

作  者      :  飯田 慶人　さん 

 

学校名・学年 :  大阪府立吹田支援学校 中学部 3 年 



 

 

 

作  者      :  早野 ゆりな　さん 

 

学校名・学年 :  大阪府立堺支援学校 



 

 

 

作  者      :  和田 碧　さん 

 

学校名・学年 :  大阪府立思斉支援学校 中学部 2 年 



あなたのありがとうは、
この世界の未来をつくる。

一般社団法人生産技術振興協会・
公益社団法人日本WHO協会主催

医療従事者
応援プロジェクト

※未発表の作品に限ります。
※画材やツールは問いませんが、必ず官製はがきサイズにて郵送してください。
※応募作品の著作権は主催者に帰属します。
応募いただいた作品は、大阪府内のCOVID-19対策に従事する医療機関に寄贈
します。
詳細：日本WHO協会ホームページ https://www.japan-who.or.jp/
問合せ先：mailto:info-seisan@joy.ocn.ne.jp（メールにて問合せください)

COVID-19の感染拡大により、世界の景色は一変しました。
思い描いていた高校生活は戻ってこず、情熱を注いでいた活動や
将来の夢を方向転換せざるを得ない人もいるかもしれません。
このような状況の中、医療従事者は日夜COVID-19感染者の治療に
あたっています。
あなたの想いや決意を、絵やメッセージで伝えてみませんか？
必ず現場で働く医療従事者に届けます。

■対象 ⾼校生 (2021年春に卒業する者を含む)
■副賞 図書カード1万円分 (10名様)
■締切 2021年3⽉31日(⽔)必着
■応募方法 官製はがき(同サイズ・同質の用紙も可)の表面下部

に住所・⽒名(ふりがな)・学校名・学年を記⼊しま
す。
裏面に絵やメッセージを記載し、郵送してください。

■郵送先 〒540-0291
大阪市中央区本町橋2-8 大阪商工会議所ビル5階
日本WHO協会内「医療従事者応援はがき」係

次回予告

https://www.japan-who.or.jp/
mailto:info-seisan@joy.ocn.ne.jp


中学生
の部




